
　昨年の6月～ 12月にかけて、令和4年4月1日時点で85歳以上の高齢者がいる夫婦のみ世帯（12世帯・
23名）の訪問を実施いたしました。
　スワンネット北海道、緊急通報システム、はつらつ運動教室の紹介や消費者被害防止に向けた周知、災害
時非常持ち出し袋をつくっていただけるようにお話しさせていただきました。
　訪問させていただき、地域包括支援センターの存在をより身近に感じていただけたのではと考えており
ます。
　何かございましたらいつでもご連絡ください。お待ちしております。

Ｑ1：スワンネット北海道とは
Ａ1：『スワンネット北海道』とは、平成30年4月から開始された室蘭市医師会が運営している地域

医療介護情報ネットワークシステムです。
　 　 西胆振地域の住民の医療・保健情報を西胆振地域の病院・医科歯科診療所・薬局・介護事業

所などで共有することで、より安全で質の高い医療・介護・健康サービスを受けられること
が期待できます。

　　　※ただし、全ての施設で対応しているわけではありません。
Ｑ2：スワンネットへ参加することへのメリットとはなんでしょう
Ａ2：大きく次の4つが考えられます。

Ｑ3：スワンネットへ参加するにはどうすればよいでしょう
Ａ3：参加申込書に住所、氏名、生年月日、健康保険証の番号などの必要事項を記入のうえ、スワン

ネットへの参加施設に提出ください。

Ｑ4：豊浦町では、スワンネットに参加している施設はあるのでしょうか
Ａ4：訪問看護ステーションそう、豊浦町国民健康保険病院、豊浦町地域包括支援センターが参加し

ています。

85歳以上夫婦のみ世帯への訪問

スワンネット北海道について

問□　地域支援包括センター 　☎82−3845

①他の医療機関を受診したときに、治療、薬
の状況を説明する手間が
少なくなります。

③自分の医療情報・薬・体質に関する情報
が共有されるため、
救急搬送されたとき
に安心です。

④万が一の災害のときにも治療や介護が継
続 し や す く な り
ます。

②他の施設での検査や薬の重複が少なくな
ります。
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